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資料 4 

奈良市感染症予防計画 パブリックコメント前後表 

パブコメ後 パブコメ前 

第一～第二 （略） 

第三 感染症及び病原体等に関する情報の収集、調査及び研究に関する事項 

1  情報の収集、調査及び研究の推進 

 （略） 
(5) 感染症指定医療機関は、新興感染症の対応を行い、知見の収集及び分析をし、必要に
応じて県等とその結果を共有する。 

 （略） 

第四 病原体等の検査の実施体制及び検査能力の向上に関する事項 

 （略） 
 
表２ 検査の実施能力及び検査機器の数 

      

項目 
流行初期期間（発生公表後 3 か月
程度）のうち、公表後 1 か月以内
に立ち上げ 

流行初期期間経過後（発生公
表後から６か月程度以内） 

検査の実施能力 １００件/日 １００件/日 

検査機器の数 ３台   ３台   

第一～第二 （略） 

第三 感染症及び病原体等に関する情報の収集、調査及び研究に関する事項 

1  情報の収集、調査及び研究の推進 

 （略） 
(5) 感染症指定医療機関は、新興感染症の対応を行い、知見の収集及び分析を行う。 
 
 （略） 

第四 病原体等の検査の実施体制及び検査能力の向上に関する事項 

 （略） 
 

表２ 検査の実施能力及び検査機器の数 
 

項目 
流行初期期間（発生公表後 3 か
月程度）のうち、公表後 1 か月
以内に立ち上げ 

流行初期期間経過後（発生公
表後から６か月程度以内） 

検査の実施能力 １００件/日 １００件/日 

検査機器の数 ３台   ３台   

※新型コロナウイルス感染症の対応を参考に設定  

第五～第八 （略） 

第九 感染症の予防に関する人材の養成及び資質の向上に関する事項 

（略） 

表３ 医療従事者や保健所職員等の研修・訓練回数 

機関 対象 
研修や訓練の実施 
または参加回数 

市 
感染症対策部門に従事する職員
や感染症有事体制に構成される
職員（全員） 

年１回以上 

協定締結
医療機関 医療従事者 年１回以上 

   ※新型コロナウイルス感染症の対応を参考に設定 

 

第五～第八 （略） 

第九 感染症の予防に関する人材の養成及び資質の向上に関する事項 

（略） 

表３ 医療従事者や保健所職員等の研修・訓練回数 

機関 対象 
研修や訓練の実施 
または参加回数 

市 
感染症対策部門に従事する職員
や感染症有事体制に構成される
職員（全員） 

年１回以上 

協定締結
医療機関 医療従事者 年１回以上 

 

※パブリックコメント反映後の県計画(案)を踏まえ修正 



 

２ 

 

資料 4 

 

 

新 

 

旧 

第十 感染症の予防に関する保健所の体制の確保に関する事項 

 （略） 

表４ 保健所の人員確保数 

流行開始から 1 か月間において想定される業務量に対応
する人員確保数 ３，９００人 

即応可能な IHEAT 要員の確保数（IHEAT 研修の受講者数） １０人 

   ※新型コロナウイルス感染症の対応を参考に設定 

第十一 （略） 

 
 

第十 感染症の予防に関する保健所の体制の確保に関する事項 

 （略） 

表４ 保健所の人員確保数 
 

流行開始から 1 か月間において想定される業務量に対応
する人員確保数 ３，９００人 

即応可能な IHEAT 要員の確保数（IHEAT 研修の受講者数） １０人 

 
   

第十一 （略） 

 

 

 


